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令和４年６月橋本市議会定例会会議録（第２号）その２ 

令和４年６月20日（月） 

                                         

（午前９時30分 開議） 

○議長（小林 弘君）皆さま、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は17人で、定足数に達

しております。 

                     

○議長（小林 弘君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。 

 市長から令和４年６月17日付、橋総第107

号をもって追加議案１件が提出されました。

議案はお手元に配付いたしております。これ

を今会期中にご審議願うことといたします。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小林 弘君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、５番 板橋君、

８番 髙本君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（小林 弘君）日程第２ 一般質問を

行います。今回の一般質問の通告者は15人で

あります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順序により発言を許します。 

 順番１、６番 辻本君。 

〔６番（辻本 勉君）登壇〕 

○６番（辻本 勉君）皆さん、おはようござ

います。久々に１番バッターになりまして、

頑張らなあかんなと思っておるんですけども、

なかなか朝一番というのはテンションが上が

らないので、徐々に上げていきたいなと、こ

のように思っていますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、議長のお許しを頂きましたので、

一般質問を行います。 

 少し前段で、昨日ですけども、伊都地方の

少年メッセージというのがありまして、３年

ぶりに実施されまして、子どもたち、伊都地

方の中学生の生の声を聞くことができました。

伊都地方12中学校から２名ずつの代表者が来

て発表があったんですけども、コロナウイル

スの感染症のこととかウクライナのこと、家

族のこと、学校のこと、いろんな話がありま

して、感動して帰ってまいりました。 

 今度、時期的にはちょっと若干ずれるんで

すけども、ＦＭはしもとでその子どもら、５

人の方が優秀賞と奨励賞という形で入選され

たので、５人の方の発表がまたＦＭはしもと

で流されます。議員の皆さんもぜひとも聞い

ていただいて、今の中学生、このコロナ禍の

中で大変ですけども、一生懸命に頑張って、

地域の活性化のためにいろいろ考えているん

やなということを酌み取っていただいたらあ

りがたいかなと、このように思っています。

どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、一つ目から行きたいと思います。

野球場を中心とした総合スポーツ施設につい

て。 

 本年１月23日なんですけども、サンケイス

ポーツに載っておったんですが、米大リーグ、

パイレーツの筒香嘉智内野手が総合スポーツ

施設完成前報告会というのを行いました。あ

やの台北部、南海電鉄株式会社所有地に自費

で約２億円の総工事費を負担し、既に室内練

習場が完成いたしておりますし、あと、グラ
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ウンド関係についての造成もほぼ終わりそう

な状況です。両翼100ｍ、内外野が天然芝の球

場とサブグラウンド、小体育館を今年中に完

成しようとするものであります。 

 ずっと以前といいますか、運動公園の県立

体育館ができるときに、橋本市運動公園に県

立の体育館と野球場の建設計画がありまして、

かなり期待したわけでありますけれども、野

球場建設だけが頓挫いたしました。それ以降、

野球関係者の方をはじめとして、いろんな方

から野球場建設の要望がありました。 

 この議会においても何人かの議員が一般質

問で取り上げられて要望いたしましたが、少

子化と野球人口の大幅減と本市の財政状況を

考え合わせて、平木市長は市として専用の野

球場は建設しないとのことでありました。私

もそのことについては賛同いたしております。 

 そんな中で、筒香選手から標記の話が出て

まいりました。本市にとっては願ってもない、

大変ありがたい話ではないでしょうか。野球

関係者のみならず、市民のみんなが喜んでお

るところであります。 

 紀ノ光台が結構、開発が進んでまいりまし

た。そして、あやの台北部の住宅開発、南海

の土地を活用した商業施設の充実、あやの台

北部の企業誘致と、本市の北東部のあやの台

周辺が一大拠点という形で、野球場ができま

すと、さらに発展が期待できるのではないで

しょうか。そういう意味でも、大変大事な野

球場になろうかと思っています。 

 建設等についてということで、これは行政

は最初から関わっていないということなんで

すが、一民間企業に行政が支援していくとい

うのは大変難しい部分があるんですけども、

完成後、この球場をどう利用していくのかと

いうことにとっては、大変大きなメリットが

あるのかなと、行政が関わっても大きなメリ

ットがあるのではないかなと考えています。 

 ＰＲとか利用等について協議をして、その

ことについて手法を考えていけばいいのかな

と思っていますので、筒香選手、現在まだア

メリカでおりますので、なかなか交渉といい

ますか、話合いができない状況なんですが、

現時点での市当局の考え方を尋ねたいと思い

ます。 

 続いて二点目、平木市政３期目の重点施策

についてということで、これについては選挙

が終わった後にもうこの一般質問を考えてお

りまして、やろうやろうと思うとったんです

が、先日、「広報はしもと」６月号を見ますと、

ばあっとかなり詳しく載っておったので、あ

あ難儀やなと思ったんですけども、一応やり

たいなと思って出させていただきました。 

 まずは、大変遅くなったんですけども、平

木市長、３期目の当選おめでとうございます。

本年３月20日投開票の橋本市長選挙において

３期目を果たされました。１万5,075人の信任

を得ましたが、反面、１万2,779人の反対、批

判票もありました。 

 ２期８年の多くの実績が市民に伝わらなか

ったのかな、若干。財政再建という大きなこ

とをやっていただいたので、そのことは目立

ったんですけども、それ以外の部分について

はなかなか市民の方に理解されていなかった

のではないかなと。それがやはり大きな反対

票のあった一つの要因でもあるのかなと、こ

のように考えています。 

 私も選挙に関わっておりまして、平木市長

は何をしたのかという、何もしてないやない

かというような意見がたくさんありました。

その都度、私は自分で作った実績報告を持っ

ておりましたので、こんなこともやってくれ

ましたよ、こんなこともやってくれましたよ

という話をすれば、ああ、そうか、こんなこ

とやってくれたんやなという市民の声がたく

さんありましたので、ちょっと宣伝不足かな
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という気持ちは受けました。 

 今回、「広報はしもと」６月号に特集として

今後の市政運営について記載されていますが、

10年先、20年先を見据えた六つのまちづくり

プランなんですが、これは選挙期間中に公表

された８年間の実績、平木市政の実績と３期

目に向けての政策とほぼ同じものであります。 

 内容については大変すばらしい、今回また、

選挙期間中はかなり読んだんですが、今回ま

た「広報はしもと」を熟読いたしまして、大

変すばらしい内容でありますし、一貫性とか

継続性もあり、ぜひとも実現したいものばか

りでありますし、議員としても、このことが

橋本市民にとってよいことなので、ぜひとも

協力していきたい、協力を惜しまない覚悟で

あります。 

 しかしながら、反対票を投じた１万3,000

人弱の市民の方をはじめ、平木市政に不満を

持っている市民はどうなのでしょうか。これ

だけで満足をするものなのでしょうか。コロ

ナ禍の中で本市の閉塞感は否めません。現状

以上に何か変わりたい、変わってほしいとい

う市民の方が多くおられますし、平木市政３

期目への期待はそこにあるのではないかと私

は考えています。 

 「広報はしもと」に記載している六つの施

策中、これはという重点施策とか本市の将来

像等、市長の思いといいますか夢、政治は私

はロマンだと思っておりますので、そういう

夢を市長自らの声で市民に語っていただきた

いと思いまして、以上の質問をいたしました。

的確なご答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（小林 弘君）６番 辻本君の質問項

目１、野球場を中心とした総合スポーツ施策

に対する答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（堀畑明秀君）登壇〕 

○教育部長（堀畑明秀君）おはようございま

す。 

 野球場を中心とした総合スポーツ施設につ

いてお答えします。 

 本年１月に、あやの台北部の南海電鉄株式

会社所有地内に筒香氏が建設を進めていた野

球用の室内練習場の完成報告会が開かれ、そ

の際に筒香嘉智選手から、今後、球場や内野

フィールド、小体育館を自費で整備していく

方針が発表されました。この報道を受け、所

管課には一般の方から場所の問合せ等の電話

が多くあり、関心の高さがうかがえたところ

です。 

 筒香選手には平成31年１月に橋本市スポー

ツ推進アドバイザーに就任していただきまし

た。市ではスポーツ推進事業を実施し、子ど

もの体力や運動能力の向上、スポーツに親し

むことができる機会や環境づくりを行ってお

り、筒香選手ご本人にも参画していただいて

いるところです。 

 メジャーリーグの世界で活躍する筒香選手

の、未来の子どもたちのために投資し、自身

の経験を地元に還元していくという意思を大

切にし、筒香氏に対しては市としてできる範

囲での支援を行っていきたい考えですが、具

体的な内容は、完成後の施設の利用形態や公

益性等も勘案しながら決定したいと考えてい

ます。 

○議長（小林 弘君）６番 辻本君、再質問

ありますか。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 壇上でも言ったんですけども、現在現役で、

まだアメリカでおりますし、なかなか話がで

きないというか、ところがあるんですけども、

現時点で、市民の方が思っているのは、市は

全然かんでないん違うんかいと。市民から長

い間、野球場建設というのは要望として上が

ってきておるんで、それからいくと大変あり
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がたいことなのに、市って何しとるんですか、

市はこの球場についてどなん思うとるんです

か、何か支援してへんのですかという、そう

いう話が結構出てきているんです。 

 特に、これ南海電鉄と橋本市にとっては大

きな問題だなと僕は思っておるんです。絶好

のチャンスといいますか、人を寄せる絶好の

チャンスだと思うんです。 

 私は一企業なのであまり、議員という立場

ではあれなので、先日も南海電鉄の本社のほ

うへ行ってまいりました。私、出身ですので

行ってまいりまして、専務と話をいたしまし

て、南海にとってもかなりメリットがあると。

今後、球場ができたときにはそれなりにやっ

ぱり応援してもらわないと困るよと、そんな

話をしてきたんですけども、ほな橋本市は何

をするんですかと。球場に対して何をするん

ですかという話もちょっと言われまして、南

海電鉄と橋本市と筒香スポーツアカデミーと

一緒になって、あの球場をうまくできればい

いのかなという話もちょっとしていたんです。 

 そんなことで、特にまだ、資金面の援助と

かというのはなかなか難しい部分があろうか

と思うんですけども、本市にとってメリット

があるような形は何やということをやっぱり

きちっと出しておかんと、筒香選手が帰って

きて話をする中で、なかなか、来たからそう

こうしょうかということもできませんので、

その辺はどうなんでしょう、今後、ＰＲ等に

ついてとか使用方法について、どないしてい

ったらいいんかなということは考えておられ

るんですか。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）ただ今のおただし

ですけれども、今後、球場整備等、また、ア

カデミーができたときに市としてどのような

支援を行っていくのかというふうなところな

んですけれども、本市におきましても、野球

場というものがありませんでしたので、それ

が本市の中にできるということは大変喜ばし

いことかなと。 

 そして、スポーツアカデミーを通じて、ま

た、本市の子どもたちの育成、スポーツ能力

の向上等に取り組んでいただけるというのは

大変ありがたいことかなというふうに考えて

おりますので、本市といたしましても、ＰＲ

やできる範囲のいろんな形での支援を今後考

えていきたいというふうに考えています。 

○議長（小林 弘君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）ちょっと確認したら、

正式な、公式の試合というのは、高校野球レ

ベルの試合というのは、何か貴志川の球場を

利用しているんかな、一番近くで言えば。紀

三井寺とありますけども、貴志川の球場を使

っているので、そこからこっちというのはな

かなか正式な野球場がないということで、大

変みんな苦労はしておるんですけども、そん

なことも考えながら、ちゃんとしたものをや

っぱりやって、同じやるのであれば、ちゃん

としたものをやってもらえればいろんな活用

ができるので、その辺についても考えていか

んといかんのちゃうかなと思うんですけども。 

 取りあえずは一度ゆっくりと、筒香選手の

ほうと話合いをしながら、支援をきちっと、

できる支援を出していただいて、これを市民

の方に周知していくというのか、外へも、あ

あいういいものができれば外へもどんどんＰ

Ｒはせんといかんと思うんですけども、まず

は市民の方にやはりきちっと押さえて、和歌

山県下の、伊都、紀の川筋の皆さんにやっぱ

り知っていただいて、まずは来ていただいて

利用していく。 

 ほんでまた大阪のほうからも、河内長野市、

向こうのほうからも来ていただいて利用して

いただくという、大変有意義に活用できると

思うので、その辺を十分、筒香選手と、こっ
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ちでお兄さんがおられますので、その辺と、

帰ってくる前にでも十分打合せしながら、今

のところあの球場については、賃貸でいくの

か土地を購入してという話にはまだ結論は出

ていないようなんですけども、何にせよ完成

後はこなんしていくんやと、こういうふうに

市としてもこういうふうにしてほしいんやと

いう話をやっぱりつくっといて、それで帰っ

てこられたら即その話、帰ってこられたら即

もう筒香選手も南海電鉄との話合いに入ると

思うので、そのときにはやっぱし、市として

も今後こういうふうにしてよという話はでき

るような体制づくりはやっぱりしておいてほ

しいなと思うんですけども、その辺について

はどうですか。 

○議長（小林 弘君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）ただ今、議員おた

だしのとおり、まずはそういうふうなきちん

とした協議ができる体制づくりを、市としま

してもつくっていきたいというふうに考えて

います。よろしくお願いいたします。 

○議長（小林 弘君）次に、質問項目２、平

木市政３期目の重点施策に対する答弁を求め

ます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）おはようございます。

辻本議員の質問に答える前に、昨日の石川県

の地震で被害を受けられた皆さんには本当に

お見舞いを申し上げますとともに、早期の復

興を願っております。私たちとしても、でき

ることがあれば協力をしていきたいというふ

うに思っています。 

 今、辻本議員から、３期目の重点目標とい

うようなお話も頂きました。２期８年の宣伝

をちゃんとやってないんちゃうかとか、そう

いうお話も頂きましたけど、私やっぱり、自

分のやったことを、これをやったんやという

のはあんまり好きではなくて、これはもう市

議会、県議会のときも通じて、あんまりそう

いう発言をしてこなかったというところもあ

ります。 

 ２期目は本当に、私も期待を持って橋本市

長に就任をさせてもらったんですけど、もう

いきなりたくさんの問題を抱えていることも

ありましたし、やはり財政的にはもうとんで

もないところまで来ているなというのもあり

ました。 

 その中で私としても、国とか県の協力を頂

きながら、財政健全化５か年計画も立てまし

たし、そういう中で決して何もやってこなか

ったのではなくて、国の補正予算を使ったり、

いろんな形で、エアコンも無理やと言ってい

たのを補正予算ができてつけることもできま

したし、なかなか厳しい８年間やったなとい

うのは今でも思いますし、それでも今３期目、

財政健全化５か年計画によって、随分、財政

状況もよくなってきています。 

 ただ、決してそんなによくなったわけでも

ありません。というのは、橋本市の今、課題

というのが、一番大きいのが人口減少、少子

高齢化という問題の中で、これから税収の減

であったり、逆に社会保障費はどんどん上が

っていく。そういうためにどういうふうな方

法で取り組んでいくのか。 

 そして、もう一つ橋本市の本当の厳しいと

ころは公共施設の老朽化。道路、橋梁にして

もそうなんですけども、毎年多額のお金を投

入していくというふうなことも事実でありま

して、恐らく水道を入れるとこの10年間ぐら

いで300億円ぐらいはというふうなことも必

要である。それをどう財源を確保していくか

というふうなことだと思っていまして、その

中でうまく財源を使いながら、新しい事業も

取り組んでいくというふうなことも考えてい

ますし、そして、今、これから絶対にやって
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いかなあかんことがデジタル化の推進という

ことで、今、５月からホームページに電子窓

口をつくりました。今年度中には電子申請が

できるように、これから進めていくというふ

うなことを思っています。 

 これから少しでもデジタル化を促進するこ

とによって、市民サービスの向上と、また、

組織のスリム化も図っていくということを、

これから積極的に進めてまいりたいとも思っ

ていますし、あと庁舎の建て替え問題も、建

設してから65年ぐらいたっています。コンク

リートの寿命が70年と言われている中で、私、

おととしの仕事始め式で、庁舎を建て替える

検討をしますというのを発表しましたけども、

当初20年ぐらいと思っていたんですけども、

15年以内には何とかの形をつくらないと、庁

舎を建て替えないと本当に、先日の地震、６

弱程度のものが来ても、あそこはひょっとし

たら危ないのかなというふうな思いもありま

すので、そこはこれからしっかりと、内部、

今、プロジェクトをつくっています。 

 今は９月に基金条例を上げて、今、だいた

いの計画を今年中につくって、そして、５年

たったときに、５年間、もう一度見直しをさ

せて、やっぱりコンパクトにしていくという

ことを考えていきたいなというふうに思って

います。 

 やっぱり橋本市のこの少子高齢化という課

題を、どうしてもこれは前へ進めていくとい

うことが絶対に大事なことなので、少子化、

子育て支援については、今、ハートブリッジ

もつくって、専門職もたくさん採用もしてい

ますし、今、相談体制は徐々に整っているの

かなという反面、また、これから大事なこと

は、市民の皆さんといかに協力をして子育て

支援をつくり上げていくかということだと思

います。 

 今、ヘスティアにも家庭支援室に入っても

らって、市と協働で事業をやったり、民生委

員・児童委員の皆さんや母子推進員の皆さん

とも連携して、やはり子育てに対する支援を

しっかり、早期発見、早期対応というのをこ

れからより一層、そして、学校ともしっかり

と、教育委員会とも連携をして、ヤングケア

ラーの問題であったり、そういうところをど

ういうふうに取り組んでいくのかというのを

しっかりと進めていく必要があるのかなとい

うふうに思っています。 

 私、今気になっているのが、今の子育て支

援策というのは、もう正直言ってばらまきば

っかりで、これはもう、こんなことしていた

ら、どんどんどんどんそこにお金ばっかり行

って、市の財政も厳しくなる反面、どんどん

どんどんエスカレートしていく。 

 やっぱり市と町という、人口の少ないとこ

ろはお金をばらまいても大丈夫だと思います

し、過疎債というソフト事業で使えるお金も

あるので、そういうところはどんどんどんど

んそういうのをやっていくとなると、本当の

意味での子育て支援になるのかなというふう

な疑問も持っています。 

 子育てするときで私も経験しましたけど、

高校、大学に子どもが行くときに、どれだけ

お金がかかるのかという経験もしているし、

もう少し、今度、こども家庭庁ができるみた

いなので、その中でどういう議論がされるか

というのは楽しみにはしているんですけども、

やっぱりばらまきばかりではどんどんエスカ

レートしてしまうというところもあるのかな

ということで、やはり橋本市としては、相談

体制を充実して、本当に困っている人には何

らかの形でお金を出していく、補助金を出し

ていくとかというのは僕は必要やと思います

し、そういうふうな、これから本当に橋本市

の子育て支援はいいなと、お金じゃなくて相

談体制やいろんな形の事業はやってくれてい
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るなというところをしっかり表現できていっ

たらいいのかなというふうに思っています。 

 教育については、もうこれは教育長が教育

分野のトップでありますし、やはり学力の向

上と子どもたちの生きる力をしっかりと身に

つけていってほしい。そして、いろんな体験

をしてほしいと思います。楽な体験をするん

じゃなくて苦しい体験をしてもらって、何と

か子どもたちが、どんなに苦しいときでも踏

ん張れるように、そして、下を向くんじゃな

くて、これは20歳の成人式でもよう言うんで

すけども、下を向かんと、後ろを向かんと、

とにかく何か方法あるはずやでという話をよ

くするんですけども、そういうふうに前向き

に考えられるような取組をしていただけたら

なというふうにも思います。教育は学業だけ

ではなくて、やはり生きる力をどう育んでい

くかというところも大事かなというふうに思

います。 

 一方で、学校の老朽化もすさまじいものが

ありまして、今年、城山小学校を８億円かけ

て改修しますけども、その後、隅田中学校、

紀見東中学校とやった後、また30年以上たっ

た学校は40年になるので、また長寿命化とい

うこともやっていく必要もありますので、こ

の長寿命化というのは、ずっと支援をやって

いく必要があります。 

 一方で、小学校の統合ということも、これ

は避けて通れない事実だと思います。今年も

河南地域の学校で、３校合わせても17人か18

人ぐらいの入学生しかいてませんでした。じ

ゃ、この学校をこれからどうしていくのか。

統合した後、その学校をどう使っていくのか

ということもこれから考えていく必要もあり

ますし、それを学校を地域に開放していく、

地域のために使っていただくということもこ

れから必要になってくるのかなというふうに

思います。 

 一応、基準づくりはしていきますので、そ

の中で、子どもたちにとって学習の機会を奪

わないように、そこはしっかりとしていきた

いなというふうに思っています。 

 まだエアコンだけでも、特別教室とかで、

先日会議をしたときに、あと５億円ほどある

という話も出てきていますし、体育館の空調

であったり、蛍光灯がどうやら製造がそのう

ちなくなるみたいなので、役所の中をＬＥＤ

化も、学校もそういうふうなこともしていく、

トイレも改修していく、洋式に変えていく。 

 ハード面でもかなりの費用もかかってきま

すので、しっかりと、今、文部科学省に１人

職員を送っていますけども、その職員と連携

しながら補助金の確保に今後も努めていくと

いうことになってくると思います。 

 これから本当に、今、役所の中でも言って

いるんですけども、官民連携ということを本

当に真剣に市民協働でやることを考えなさい

というふうに、今、話をしているところです。 

 橋本市の宝である子どもたちのために、で

きることは、財源が確保できて、そして、い

ろんなことも、学習力のアップ、今、ＧＩＧ

Ａスクールで１人１台のパソコンも渡してい

ますし、今度、電子黒板も導入して、これか

らは電子教科書というところも活用しながら、

子どもたちの学習力の向上と、これから社会

に出てもしっかりとパソコンを使えて、ＩＴ

で仕事ができるような子どもたちというのも

育成できればいいのかなというふうにも思い

ます。 

 また、一方で貧困という問題で、子ども食

堂という問題もあります。今年から、もうク

ラウドファンディングで集めたお金がなくな

りますので、新たに予算措置をして、これか

ら子ども食堂への支援、また、フードドライ

ブであったり市民の皆さんにも協力をしてい

ただいて、食料品の廃棄を少なくして、そし
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て、それを子ども食堂で使ってもらう、ある

いは、今、配食の弁当もやってもらっていま

すけど、そういうところに使っていただく。

子どもの居場所づくりをしっかりとしていく。 

 今、紀見小学校と境原小学校で、ぽれぽれ

が子どもを居場所づくりに協力をしていただ

いていますし、もう子ども食堂というのを、

高齢者の方も一緒に来て過ごしていただける

ような、そういうような、子ども食堂という

名前もいずれどこかで変えて、そういうふう

な、子どもたち、そして高齢者の皆さんが交

流していただけるような、そういうものも進

めていきたいというふうに考えています。 

 これから本当にいろんな課題を抱えていま

す。子育て支援については今後もより一層の、

私のメインの、これは市議会議員のときから

やっているメインの施策でありますので、こ

れはより充実をさせていきたいというふうに

思っています。 

 高齢者の皆さんにも、このコロナ禍の中で

外出を控えられてきたということもあります

ので、今もう既にいきいき健康課には、ふれ

あいサロンであったりげんきらり～体操であ

ったり、どんどんやっていきなさい、感染対

策を十分取ってやりなさいという指示を既に

出していますし、いきいきルームも始めさせ

ていますし、これからそういう健康予防、介

護予防についてもしっかりとやっていく。 

 また、75歳以上の後期高齢者と介護保険を

連動させるために、今年から保健師と、あと

職員１名を入れて、今度、後期高齢者の皆さ

んとの介護保険との連動をして、少しでも健

康寿命を延ばす、介護予防をしていく、そう

いう取組も今年からスタートさせています。 

 そして、移動支援、買物支援についても、

今、先日も会議をしまして、これから、いき

いき健康課と政策企画課がメインとなって、

どういう形で高齢者の皆さんの移動支援をし

ていくのかという話、買物支援も含めてです

けども、これをやりなさいというふうにして

います。 

 今、車の手配を、リースでやるのか、協力

していただける皆さんの自動車で、保険を市

のほうで少し応援するのか、そういうような

検討もさせています。そういう中でこれから、

できるだけ早い時期に一定の移動支援であっ

たり買物支援というのを進めていきたい。 

 また、第２層の支援協議体もようやく全地

区にそろいましたので、これも今、第２層の

支援協議体、学文路、恋野のほうでは買物支

援の車を走らせて、販売の車を走らせていま

すし、今、もう一つ別の地域で、第２層と皆

さんと相談して、今、車を走らせようとして

いまして、第２層の支援協議体の皆さんと一

緒に、うちの地域はこういうふうなことをし

てほしいということを意見を頂いて、その中

で中心にそういう支援を進めていくというこ

とを今考えているところです。 

 これから私たちもできるだけ市民の皆さん

の声を聞くために、役所でおるのではなくて、

外へ出ていって、いろんな意見を拝聴した上

で施策を組み立てていくというふうに考えて

います。 

 そして、橋本市も高齢化率がもう34％近く

なっていますので、免許を返納された方への

支援を今どういうふうにするかというのも検

討しておりまして、どういう形がいいのか、

コミュニティバスの見直しもこれから、隅田

の幹線が来年から廃止されることになりまし

たので、子どもたちにはスクールバスを出し

て走らせたいと思っていますけども、橋本駅

から山内、平野地域の皆さんには、どういう

ふうな走らせ方がいいのか。 

 これから、バスの台数を増やしていくのか、

デマンドにするのか、これから少しいろんな

意見を聞いて、少しでも便利なコミュニティ



－20－ 

バス、デマンドタクシーの走らせ方を考えて

いけたらなというふうに思っています。 

 本当にたくさんの課題を抱えていますし、

これから公共施設の老朽化も非常に厳しい対

応もしていく。やっぱり老朽化した建物を使

ってもらうという、特に最近の地震の頻発を

見ていましたら、もうこの建物は限界やでと

いうところは廃止というような形を進めてい

きたいなと。 

 地域の皆さんは置いておいてくれよという

声もあるんですけども、先日、小田の児童館

が外壁が落ちまして、隣の企業にコンクリー

トが落ちてガラスを割ったというような、そ

ういうこともありますので、そういう老朽化

した施設をこれからどういう管理をしていく

のか。 

 令和６年度にはまた公共施設の管理計画も

立てていくということになります。市民の皆

さんが使っているので心苦しいところはある

んですけど、安全安心というところを考えま

すと、そこはどうしても、また、もう自分自

身、嫌われることは何とも思っていないので、

やはり人命を守っていくというところでは、

そこをどうしていくかというところもこれか

ら考えていく必要もあるのかなというふうに

は思っています。とにかく、やはり、使って

いただくよう、より安心安全というところに

注意をしていかなあかんのかなというふうに

も思っています。 

 今後、道路にしても、私も選挙のとき各地

を回って、議員にもここ見らんほうがええよ

といっぱい言われましたけど、そういう中で、

道路の整備、舗装の改修であるとかというの

を、やっぱりこれから進めていかなあかん。

今年も今まで4,000万円やった予算を6,000万

円に上げましたけど、でも、これは到底、職

員だけでは無理なので、今、水道がやってい

るような方式が取れないかなとか、もうとに

かく修繕で設計監理をほんまにつける必要が

あるんかなとかという、いろんな入札的な問

題もあるんですけども、できるだけ職員は職

員でやるところ、逆に民間企業でやってもら

うところはやってもらう、そういうやり方も

これからほんまの官民連携で、少しでも安全

な道路にしていくようにしていくことは大事

かなと。 

 幹線道路は国の補助金が２分の１あったり

して、今、計画的には進めていっているんで

すけども、その他の道についても非常に老朽

化が目立つ。拡幅要望についても、一定の基

準を決めて、人口であるとか費用対効果を見

て、もう申し訳ないけど、ここはもうやりま

せんというふうな選択もこれから必要になっ

てくるのかなと。 

 どうしてもあと10年ないし15年ぐらいで、

コンパクトシティというふうな形で山手の皆

さんをまちの真ん中のほうに下ろしていくと

いうことも、新しいまちづくりとしてこれか

ら考えていく必要が出てきているのかなと。 

 これは少子高齢化に伴う、やはり山間部の

人口減少、高齢化という問題に対して、これ

からそういう、将来的にどういう対応をして

いくのかということをしっかりと計画してい

く必要があるのかなというふうに思っていま

す。 

 本当に、公共施設の整備、道路、また橋梁

も、今、垂井橋と細川橋は直して、今年から

橋谷大橋、これも直しに行きますけども、結

構たくさんのお金もかかりますし、技術者が

なかなか少ないという問題もあります。 

 橋本市にあるため池、これはちょっとなか

なか改修は難しい。技術者もいてないし、逆

に、鋼という池特有の土を探すか作るかして

いくという課題もありまして、今は水の管理

をして、できるだけ水位を下げてもらってい

るんですけども、調査した結果、直さなあか
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んところについては国・県の補助金を使う、

市単独でやる、また、廃止ため池にしていく

というふうにして、市民の皆さんの安全安心

につながるような、そういう取組も必要にな

ってくると思います。 

 そういうふうなことをしっかりと、公共施

設については10年間の整備計画を立ててある

んですけども、それも常に、終わっても次が

また出てくるので、100億円ぐらいがずっと10

年間で要るような状況にもなっていますので、

そういう中で、市民の皆さんとも相談をしな

がら、廃止すべきところは勇気をもって廃止

していくよう、給料カットしたら身を切る改

革やという政党いてますけども、そうじゃな

くて、身を切る改革というのは、自分が嫌わ

れても市民の皆さんの生命・財産を守ってい

くということが僕は身を切る改革やなと。自

分の評価なんてどうでもいいし、そういうこ

とをきちっとやっていくことが必要かなとい

うふうに思っています。 

 これからまた、昨日も石川県で地震、この

頃、日本全国で地震が頻発しています。当市

としてもこれから防災・減災計画をしっかり

と取り組むということで、今、危機管理監を

中心で、全て見直しをしてもらっています。 

 その中で、まず一番、この３年間かけて防

災無線を廃止します。そして、各家庭に戸別

受信機を配らせていただく。そして、若い人

たちが大阪とかほかの地域に働きに行ってい

る人たちに防災情報を伝えるために、今、帰

ってこれませんよとかという、そういうふう

なアプリを導入して、若い人たちにも、外で

働いていても橋本市の被害状況であったり避

難状況を把握できるように進めていきたい。 

 今、避難所の混雑状況等ができるやつは、

ある企業と連携してそれを分かるようにして

あるんですけども、まだ災害が起こっていな

いので、１回も使っていないので、今後そう

いうようなことも含めて、防災無線というの

を改めて見直していく、そういうことをやっ

ていきます。 

 問題は、でも、この防災無線をなくすこと

によって、ただ、広報活動ができなくなる。

子どもたちの見守りの連絡、今、防災無線で

子どもたちが録音してやってもらっているん

ですけども、それの手段がなくなってくると

いう、防災の面ではもう戸別受信機というや

り方をしていくんですけども、ただ、今それ

以外でも使っていることをどういうふうに市

民の皆さんに伝えていくかということも考え

ていく必要もあるのかなというふうに思って

います。 

 本当に、地震、私たちも経験をしておりま

せんし、そして、どんな地震が起こるか分か

らない。そのときにやはりこれから大事にな

ってくるのは、113地区ある自主防災組織をつ

くっていただいていますので、それをどうや

って動かしていくかということが、これから

一番大事なことかなと。 

 そのために第２層の支援協議体等をつくっ

てもらって、地域の人たちのつながりを深く

していく、あるいは、げんきらり～体操とか

ふれあいサロンで市民同士が仲よくしてもら

う、つながりを持っていただくという狙いも

あって、今そこをやっているんですけども、

災害になったとき、私たちも果たして、平日

だったらみんな市役所にいてるんで大丈夫な

んですけど、土日祝日に起こった場合、私た

ちも何人の職員が集まってこれるか分からん

という現状があります。 

 そういう中でこれから大切なことは、今ま

でつくってもらった自主防災会を、いかにし

て地域の皆さんの命と安全を守るために、ど

う運営していただくか。そして、自分たちの

住んでいる地域にはどういう災害が起き、ど

ういう問題があるんやということをよく議論
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していただいた上で、私たちにも伝えていた

だいて、その取組を進めていくということも

大事だと思います。 

 もう自主防災会つくって10年、最初、初期

につくっていただいた団体がもう10年になり

ますので、また10年たった今、新しい備品を

買うというときには補助金を出すように変え

ています。それをうまく活用していただくと

いうことが重要になってくると思います。や

はり地域での昔のような人と人とのつながり

というのがこれから大事になってくると思い

ますし、そういう取組をしていただけたらな

というふうに思っています。 

 今回、ＳＤＧｓの交付金を各区にお渡しを

しています。これは、地域でこういうことを

やりたい、こういうまちづくりをしたいとい

うソフト面のところを支援をしていくという

形で、今回つくらせてもらいました。これは

誰一人取り残さない、橋本市が継続的に発展

していけるようというＳＤＧｓの基本理念に

基づいて補助金をつくって、本当に地域のた

めに使っていただいたらなと。 

 それが別に健康寿命とか介護予防をする取

組であってもいいと思いますし、あるいは、

移動支援として使っていただいてもいいと思

いますし、各自治会・区がしっかりとそうい

うふうな趣旨を酌み取っていただいて使って

いただけて、そして、もっともっといろんな

意見を頂ければ、この交付金をさらに増やし

ていくということも今考えています。 

 今年１年目なので、やはり、持続可能な橋

本市をつくるためには、どうしても市民の皆

さんの力が必要になってきます。職員も５年

間の財政健全化でかなり減らしました。今ち

ょっと、財政も落ち着いてきたので、採用人

数も増やしていっているんですけども、ただ、

役所の人間だけでは決してそういうまちづく

りというのは難しくなってきていますし、例

えば、三石台と城山台で、じゃ、高齢化率が

10％台のところともう50％近い地域と同じ施

策ができるかというと、それはもうできない。 

 やっぱり三石台は三石台の考え方があるで

しょうし、城山台は高齢者中心のことになっ

てくると思うので、その辺をうまく、地域の

中で皆さんで議論をしていただいて、うちの

地域はこういうまちづくりをしたいというふ

うなことを考えていただければいいのかなと。

それがまた、災害が起きたときに地域のつな

がりとなって、お互いに助け合いができる、

そういう環境づくりにつながっていくのでは

ないかなというふうに思っています。 

 今、ばらばらに言いましたけど、全て市民

の皆さんと一緒にまちづくりをしていく、人

間関係をしっかりとつくっていくために、今

まで計画的に進めてきたことを実行していこ

うとしているところもあります。 

 先ほどから申していますように、市民の皆

さんとの協働で一緒にまちづくりをする。は

ぐくむ条例もこれからもっともっと地域に入

って説明をしていきたいと思っていますし、

これから本当に、新しい時代の新しいまちづ

くりをしていけたらなというふうに思ってい

ます。 

 なかなか、まだまだ行政がするもんやとい

うご意見があるのも十分承知していますが、

これから10年先、20年先、地域のマンパワー

がなくなっていく。今、区長や自治会長にお

世話になって市の業務もやっていただいてい

ますけども、それが本当に10年先、20年先に、

区・自治会制度が守っていけるのか。多分、

恐らく無理だと思います。 

 その中で、私たちとしてもどういうことを

市民の皆さんにやっていただいて、行政はハ

ード的なことであるとか新しいまちづくりの

提案であるとか、そういうきちっと役割分担

もしていく。そして、民間の力も借りる。 
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 今、民間企業と協定を結んだりして、高齢

者の、こんなことをしたらええというような

提案も頂いたり、危機管理のほうでは防災に

対する提案を頂いて、協定を結んで、災害が

起きたときにできるだけ協力していただける

ような体制づくりというのも進めているとこ

ろです。 

 今、役所の中でも言っているのは、経済推

進部を例に挙げますと、今、シティセールス

推進課、農林振興課、ブランド推進室、企業

誘致室というのがあるんですけども、先日も

観光の会議にも出てきたんですけども、観光

についても、これはシティセールスも農業も

ブランド推進室も一緒じゃないかと。 

 この今ある地域資源をいかに活用していく

かということは、うちはここしかやらんでは

なくて、いろんなところを巻き込んで、そし

て、自分の農産物をもっと高く売れるように

するとか、ふるさと納税を増やしていくとか、

そういう取組を経済推進部全体でやりなさい

と。 

 今、企業誘致も41社が操業していただいて

いますけど、その中でもっと地元企業とのマ

ッチングが進めていかれへんのかということ

も話をしておりまして、何らかの形で地元の

企業の皆さんの支援につなげていくというこ

とも必要かなというふうに思いますし、ふる

さと納税も今年は５億円をめざすということ

で、いろんな取組をしています。 

 一般質問もあったかなと思いますけど、そ

ういうふうに、でも、僕の基本的な考え方は、

生産者や地元の企業がふるさと納税によって

もうけてもらうという基本を忘れたらいけな

いということは常々言っています。今、ほか

の地域と協定を結んだら、半分は橋本市に入

るけど、半分は協定を結んだところに入る。

これって本当にどれだけのメリットがあるの

か。 

 地元の事業者に対してどれだけのメリット

があるのかということを忘れたらあかんとい

うことで、ただ金額が増えるということだけ

が全てではないので、そういうことも含めて、

これから、先ほども言いました、いきいき健

康課と政策企画課での高齢者の皆さんの移動

支援であるとか買物支援を、横連携で、そし

て、第２層の支援協議体の皆さんに協力して

もらって、そういうことをやっていくという

ことを、これからしっかりと前へ進めていき

たいと思っています。 

 課題だらけの橋本市ですけども、それを一

つひとつ丁寧に解決をしながら、ただ、私の

マニフェストの「元気なまちづくりロードマ

ップ」も、職員に言っているのは、効果がな

いと思うんやったらやらんでええよと。さら

に、こういうことが、こんなことをしたほう

がいいんじゃないかというやつはどんどん提

案してくれと言っています。 

 やっぱり、私もトップダウンでやる、そう

いう財政健全化が終わったので、もうそうい

う時期は終わった。あのときは自分が１人、

陳情を受けても私が全て断っていましたけど、

もうこれからは本当に、各部長がこれからお

まえ、やりたいことをやっていきなさいと。 

 この間、実は部長と、今年の目標を提出せ

よと出して、３人ほど落第生がいてましたけ

ど、でも、それでも改めてまたやって、おま

えは部長になってどういうことをするんやと

いう、そういう話をして、部長としてどうい

うリーダーシップを発揮して、新しいまちづ

くりを進めていくということを、できるだけ

ボトムアップでしていくというこの３期目か

なというふうに思っています。 

 今まで長々としゃべってまいりましたけど、

やはり財政健全化という基本は崩さずに、中

にはやはり事業の精査もしていって、これは

やめておこうということは必ず出てきます。



－24－ 

もうお金のない８年間は本当に苦しいだけで

したから、やはり常に財源にゆとりを持って、

そして、今持っている借金を減らしていく。 

 そういう取組を進めていきながら、この３

期目に取り組んでいけたらなというふうに思

っていますので、議員各位につきましても、

相変わらずちょっとねということがあるかも

しれませんけども、それは決して、いやいや

言っている、やりたい気持ちはあるけどとい

う気持ちもあることを含んでいただいて、た

だ、やるべきことだけはしっかりとやってい

く。 

 そのためには、決めたことには財源を確保

していくということが非常に重要な問題にな

ってきますので、これからも市の借金も減ら

しながら、財政健全化も維持しながら、デジ

タル化も進めながら、組織をスリム化する。 

 今度、高野口に、公民館でテレビ電話方式

の申請をできるように、この補正予算にも上

げてあるんですけども、将来、公民館もそう

いうことができるような、福祉職員はつけら

なあかんと思うんですけども、そういう、公

民館でも電子申請、電子窓口ができるような、

そういうことでも高齢者の皆さんに、公民館

に来ていただいたらそういうことができるよ

とか、そういうことも、スマホ教室もしなが

ら進めてまいりたいと思いますので、ぜひ議

員各位のご協力をお願い申し上げまして、

長々しゃべりましたけども、よろしくお願い

したいと思います。 

○議長（小林 弘君）６番 辻本君、再質問

ありますか。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）市長ありがとうござい

ました。長々としゃべっていただきまして。

私の意図するのは、もう少し簡潔に市長の熱

い思いを聞きたかったんですけども、具体的

なところまで踏み込んでいただいて、かなり

詳しく説明を頂きましてありがとうございま

す。 

 個別の案件につきましては、今後、議会の

ほうで詰めていきたいなと、一般質問等で出

して、詰めていきたいなと思っていますので、

これからは３期目へぜひ頑張っていただきた

いなと。今言っていただいたことが実現でき

るように、ぜひ頑張っていただきたいなと思

いますので、これで終わります。 

○議長（小林 弘君）６番 辻本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時31分 休憩） 

                     


